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都市計画山手台地区計画区域内における広告物の設置に関する要綱

平成28年１月25日

市 長 決 裁

（目的）

第１条 この要綱は、都市計画法（昭和43年法律第100号。以下「法」と

いう。）の規定により市が定めた山手台地区計画区域内地区整備計画に

おける広告物の制限の例外となる広告物の設置基準を定めることにより、

当該区域内の適正な都市機能と良好な居住環境の形成を図ることを目的

とする。

（定義）

第２条 この要綱における用語の意義は、屋外広告物法（昭和24年法律第

189号）および秋田市屋外広告物条例（平成８年条例第42号）の例による。

（適用区域）

第３条 この要綱は、都市計画山手台地区計画区域のうち、Ｃ地区（住民

サービス施設地区）に適用する。

（設置基準）

第４条 １の事業者が前条に規定する区域に設置することができる広告物

は自家用広告物に限るものとし、その区分、規格および表示又は設置の

方法は、別表のとおりとする。

附 則

この要綱は、平成28年１月25日から施行する。
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別表（第４条関係）

区 分 規 格 表示又は設置の方法

壁面広告板 表示面積を 30平方メートル以内 同一壁面においては壁

（表示面を２以上有するものはそ 面面積の２分の１以下

の合計とする。）とし、屋上広告 とすること。

塔および屋上広告板がある場合

は、それらと合わせて30平方メー

トル以内とすること。

建築物の敷地面積が3,000平方メ 同一壁面においては壁

ートル以上あるものについては、 面面積の２分の１以下

表示面積を 45平方メートル以内 （最大表示面積は30平

（表示面を２以上有するものはそ 方メートル以内）とす

の合計とする。）とし、屋上広告 ること。

塔および屋上広告板がある場合

は、それらと合わせて45平方メー

トル以内とすること。

屋上広告塔 表示面積を30平方メートル以内 建築物の屋根で勾配が

屋上広告板 （表示面を２以上有するものはそ ある構造の屋上への設

の合計とする。）とし、壁面広告 置に限る。また、当該

板がある場合は、当該壁面広告板 建築物の高さを超えて

と合わせて30平方メートル以内と はならない。

すること。

ただし、木造建築物の屋上に設

置するものにあっては、表示面積

を20平方メートル以内（表示面を

２以上有するものはその合計とす

る。）とし、壁面広告板がある場

合は、当該壁面広告板と合わせて

30平方メートル以内とすること。
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建築物の敷地面積が3,000平方メ

ートル以上あるものについては、

表示面積を45平方メートル以内と

し、壁面広告板がある場合は、当

該壁面広告板と合わせて45平方メ

ートル以内とすること。

ただし、木造建築物の屋上に設

置するものにあっては、表示面積

を20平方メートル以内（表示面を

２以上有するものはその合計とす

る。）とし、壁面広告板がある場

合は、当該壁面広告板と合わせて

45平方メートル以内とすること。

野立広告塔 表示面積を１面につき30平方メー 設置数は、１の事業者

野立広告板 トル以内とし、高さを10メートル 当たり１基までとする

以下とすること。 こと。ただし、駐車場

への誘導案内板は含ま

ない。

駐車場への 表示面積は１面につき１平方メー 設置数は、１の事業者

誘導案内板 トル以内とすること。 当たり２基までとする

こと。


